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42.円滑な位盤追従動作の饗熱に伴う評{箆パラメータの変化
。岩見殺人i、木塚拶j球記
ド筑波火学大学説 {本釘研究科、 2筑波大学大学院 人間
総合料学研究科〉
{間約}日常!liさやスポーツにおける身体動作は単発的な
1fVJ作と迷絞した鋭l'Fに大別することができる。 Iやでもil.s絞
した動作では，その中で:速度や動作総務といったパラメー
タの大小・捻弱を変化jせており，そのような動作の切母
挨え持部においては，ながjとする動作へより円滑に移行す
ることが進姿と考えられるむしかし，連続した動作での動
作切り換え持i1iiの円滑性をみた研究は少なく，よち綾雑な
スキルを誇lt-イ沼する‘t-_でも議姿であると考えられる 9 そこで
本研究ではタ異なる滋作パターンを含んだ{立援追従動作の
1習熟における筋生車忠告さ・力学的パラメ…タの変化を捉え，
動作切り換え局面の習熟過殺および丹治-殺の評錨法を検討
することを目的とした。{方法}被験者は健殺で右手Ijきの
弟子大学史7名 (2:3.9土1.8議)であった。被殺者"は総{立に
てι局関節外伝約90"・Jk:qz綴!lll約20"'，封欝節水平mlil約
70"で裂な姿勢をとり 9 議腕部分を可動式のアームにl認定
~t::. 中核五走者同まX!~}lmnfrブjのそニタ}をj主携し， 日襟とな
る;二経類の波形を含むj完成波形{縦揺10"・O.7Hzと挺
i熊15'・1.2Hz)tこ災被悠を1¥来る絞り一致させるよう貯
仲渓・脳出動作を行ったG ア)ム;こ取号付けたzjfテンシオ
メータによち符探鐙と災都催の談絡を絶対誤差額穏として
雰ilL， j長iWlfLRは:二階後分することで加溶液波形に変換し
たη 上娘二頭筋および上腕三頭銘より表恋筋窓霞を議出し，
脅熱に伴う評議jパラメータの変化を捉えた也議1I定手j績は上
競ニ議筋・上競;三猿筋の ivIVC溺定の後， :1セット =10試
行をGセット，計60試行行ったa 解析は5試行ごとの手均を
1ブロックとし. 12プロヅクに分観することで1プロック留
をinitialphase，各被験者の綴錦)度線から待られた未稼熱
から穏熟への変unプロックを inf1eetionalphasf.，そし・て殺
後の12ブロック鼠を (inalphasどとして比較したc [緒巣-
.~.・祭] inHialジbaseでの測定畿を1∞%としてi七較すると，
絶対誤差前;殺は initial;こ比べ il1flectional，finalで宥意
に{設でしていた (p く0.01)α 向機に上総ニ頚筋の9bRMS 
もinitialによとぺ inJlcctional. finalで有意に低下してい
た (p {O.Ol)o上続三頚筋の%RMSに、宥意な変化は見ら
れなかヮたが，徐々に場加する傾向がみられた。これらの
結果ilJ 習熟により主勤務・踏銃筋の役樹や笈l1ik疫が変化
したためと考えられるcまu作切ち換え前後での加速度波形
の変化をみると， initialではこ:)情的:の波形パタ…ンを示
していたが， finalでは臼様波形に沿った滑らかな員長殺を
示レごいたc これらのことから，動作をより円滑に切り換
えられるようになったと判断することができ，筋生理的・
力学的パラメータの組立の変化や熊わりによってfIH脅性を
終えちれる可IJき設が涼されたυ
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